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福野地域 会議録 

件名 福野地域提言実現検討組織 人づくりグループ 第９回会議 

日時 令和２年 1月 31 日（金）19時～21時 場所 福野庁舎３階３０２会議室 

出席者 人づくりグループ メンバー：5名 、地方創生推進課：2名 

内容 ・前回会議からの進捗報告、 ・活動の方向性の検討 

概要 ◆浦井リーダー挨拶                               
○今日は、前回の会議からの進捗報告と活動の方向性について、検討していきたい。 

◆前回会議からの進捗報告、活動の方向性の検討                  

（○…浦井リーダー発言、●…メンバー発言、→…事務局発言） 

○前回会議では、掲載順番を、①阿曽三右衛門氏、②吉田鉄郎氏、③福野家守舎、の順番
とし、①阿曽三右衛門氏は町史からの情報を基に、②吉田鉄郎氏と③福野家守舎につい
ては北川智之氏からお話を伺って、その内容を基にまとめる、ということで、皆さんか
ら了解をいただいていた。早速、北川氏に連絡したところ、忙しくて今は対応出来かね
るとの返事であった。更に、吉田鉄郎氏について、自分が話をするのは不適当とのこと
で、南砺市観光協会福野支部の勢濃さんを推薦するとのことであった。2 月 23 日に開
催される Nishichi マルシェが、福野のまち立てを学ぶ内容らしいので、その場に参加
して、詳しい方につながれたら良いと思っている。とにかく、インタビューの１人目を
どうしようか、という状況である。 

 また、北川氏から、ホームページはテキストよりも動画の方が手軽で良いのではとの提
案があった。しかしながら、以前、この会議でも話したが、動画は編集作業が大変手間
であり、一度話を聞いて、文字に起こしてみないことには、テキストが良いのか、動画
が良いのか、の判断も出来ない。2 月の Nishichi マルシェでは、取り敢えず動画を撮
影しながら、テキストと動画の両方にチャレンジしてみようかと思っているが、候補の
１つとして、Nishichi マルシェの様子を掲載するということも考えられるし、必要で
あれば、北川氏以外で１人確保する方法もあるかと。 

 以前に「さくラボ」で作成した１分半の動画を、12 月開催のなんと未来ミーティング
（新成人向け）で参加者に見てもらったが、１分半のものでも長くて見ていられない、
と言われた。知りたいと思って興味を持つからその動画を見るのであって、そうでなけ
れば見ることもしない、ということの裏付けである。 

→その動画は、ご自身で見る分には差し支えなかったか？ 
○全く差し支えなかった。撮影段階から状況を知っているので、興味を持って見ることが

出来た。その動画のことを全く何も知らない人にとっては、事前の情報もない中でその
動画を見るということは苦しいことなのかもしれない。 

→例えば、動画の冒頭に別の絵などを入れて、動画そのものに興味を持たせる等の工夫が
必要なのかも。 

○人の目を引くような動画があって、テキストもあって、というようなホームページの構
成でないと、見てもらえない。だからと言って、今の段階でそこまでは難しい。動画は
撮ったままで流せば良いからラク、との意見もあるが、それでは魅力的なものにはなら
ない。 

●私は動画そのものの掲載には反対。その動画を使って情報発信出来るようなツールがあ
るなら良いと思う。例えば、動画を短く編集して、ＳＮＳで発信することは可能かと。
せいぜいその程度である。 

●阿曽三右衛門氏の場合は、動画を撮るとしても語るのは本人ではないから、そもそも興
味が沸かない。 

○語るのが本人であれば、少しは期待出来る。動画のみの掲載でも大丈夫だろうか？ 
●動画のみでも良いと思う。 
○本人登場の場合は、動画のみとするか？ 
●それは人に因るだろう。 
○１人ひとりに話ぐせがあるなど、差し支えのない人、そうでない人もいると思う。 
→動画を本格的に撮るのであれば、以前に紹介した方からは協力の了解をいただいてい

る。また、観光ボランティアガイドの方々に相談すれば、人選のアイデアなどをいただ
けるのではないだろうか。 

○観光ボランティアガイド市の里の代表者とはつながっているので、早々に相談してみた
い。それにしても、魅力的なホームページを作るのは難しい。 

→出来るところから少しずつ取組んでいくしかないだろう。 
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○以前、メンバーの皆さんに紹介した、市のホームページにリンクしてある文化財紹介の
ホームページも、内容は良いのに余り知られていないように思う。 

●ホームページそのものは魅力的ではなくても、こういう理念でやっているんだ、という
ことが伝われば良いのではないか？ 

○それならば、当初の予定どおり、テキストを基本に進めていくか？ 
●それぞれの思いで出来たホームページがバラバラに存在していることも問題なのでは

ないか。 
○元々のこのグループの構想は、点在しているホームページをつなげたい、というところ

から始まった。アクセスが伸びない、見てもらえない、知られない、イベントが重なっ
ていてお客さんの取り合いになっている、等、せっかくのホームページがもったいない
ことになっている。まずは、運営する側の人たちとつながる意味でのコンソーシアムが
必要ということで、コンソーシアム創設を目指したかったが、コンソーシアム創設がそ
もそも大変難しいことであると実感し、そこで、せめて、人の情報だけでもまとめるべ
きと考えて現在に至るもの。福野地域限定、と言わずに市全体を対象範囲とすべきでは、
との意見もあるが、市全体を一度に対象範囲とするには壮大すぎると思っている。 
ところで、先日、阿曽三右衛門氏の足跡を辿って来たので、その様子をお伝えしたい。
津沢にある公園は、庭園のようにもなっていた。阿曽氏は、本江の家を引き払って、津
沢へ移り住んだとのこと。津沢で亡くなったので、墓もある。今でも、小矢部市主催で
追悼法要をされているそうである。小矢部市の方が、阿曽氏の情報は多いのかもしれな
い。本江の「生誕の地」の石碑も見てきた。津沢には、石碑と像がある。阿曽氏の石碑
や像があるのは、福野の恩光寺、福野の本江地内、小矢部市津沢の３ヶ所である。福野
町史から、福光でもまち立てしたとの記述があったが、福光は福光新町のエリアだけな
のかもしれない。福光としては、自分たちのルーツとは成り得ないのかもしれない。 
この経験を経て、個人的には、阿曽氏を深掘りしたいと思った。 

→ホームページで漠然と見るだけよりも、イベントや体験などを通して達人や匠を知るこ
とで、より一層その人に興味を持つことが出来るのではないか。 

○やはり、その人に触れるきっかけをつくることで理解が深まる。 
→足を運んで調べたり、手を掛けて体験したりしている様子を、改めてホームページに載

せることも良いかもしれない。 
●この中で、福野に漫画を描く人を知っている人はいるか？プロではなく、趣味で描く人。

漫画で企業ＰＲしている事例もあると聞くし、私の会社でも、事業内容を一般の人にも
分かりやすいように漫画で表現しようとしている。絵で伝える方が、文字で伝えるより
も分かりやすいと思う。例えば、地域の歴史などを漫画で伝えるのも良いのかもしれな
い。プロに頼むとお金がついて回るので、１回程度は依頼出来ても、継続的な依頼は難
しいかもしれない。また、趣味で描く人にしても、単価設定が明確ではないのでプロよ
りも安く依頼出来るだろうが、あくまでも趣味での範疇なので、納期の約束が出来ない
などの問題もある。仮に依頼したとしても、頻繁に依頼することが負担になりかねない。
年に数回、漫画と動画を順番に載せる方法もあるかもしれない。可能なら、地元の方に
お願いしたいと思う。 

→高岡工芸高校デザイン科の学生やその出身者なら描けそうかもしれない。 
○漫画ではなくて、ポイント的にイラストを用いるだけでも分かりやすいかもしれない。

◆次回会議                                   
日時…令和２年２月１９日（水）午後７時３０分から 
場所…福野庁舎３階 ３０２会議室 
内容…2月 29 日開催予定の住民との意見交換会での報告内容の確認 

◆次々回 住民との意見交換会                          
日時…令和２年２月２９日（土）午後７時から 
場所…福野体育館 会議室 


